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Abstracts 
About the theoretical investigation of optimum control problem severaI studies have 
been already done since the' work of Ziegler- Nichol's， 1942. And though the theory and 
its method of procedure are se med to be perfect， there are severaI points somewhat 
ambiguous， and to be improved. This report is intended io contribute in these fields. 
In the first place here the transfer function of Iinear systems are studied. 
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図-1 直流電動機 | ーロ:レ一一一一一」
図-1参照 図-1は直流電動機系であるがこれを '----' 
阪1- 2 プロヲク図ブロック図で表わすと図-2が求められる。これら 山
の各ブロック組るとh，K2， t，Bの殺な比例動作，工sの様な微分勤作f， 去の様な積分動
作をする素子からなっている通り6一方向伝達で あるのが特徴で- あ るがこの信号の伝達が可逆的に行
われる素子(可逆素子又は回路素子という〉と可逆的に行われない素子〈非可逆素子又は制御素子
と いう〉とがあ払これについては後で述べる。 これらの三つの基本素子は入力信号又は 出子信
号(動作量という〉を適当に変換することによって比例素子をし 微分素子をs， 積分素子を??に
直すことが出来る。そうした後これを無次元化をすることにより所謂規格化(normalize)するこ
とが出来るわけである。すなわち各素子は規格化す れば1〈s， hる三? の宗子となる。同様の
事は動作量を変換背ずに時間〈従って経過速度〉を変換することによ守ても達せられる。
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主要工戸，8 11， + I 8. + 
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7の如きものが容易に 作 ら れ るわけであ
る。
かくして一般の伝達函数
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